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　ここは、東京の、とある豪邸。
　豪邸といっても、見渡す限りの広い庭を持ち、数十階立ての超弩級───というわけで
はなく、一般の人がこの家の前を通りすがると、「ああ、これは豪邸だな」と思える程度
のものである。つまり、これといったすごい豪邸というのではないのだ。ただ、その豪邸
の後ろには、それと同じくらいの大きさの病院が建っていた。その豪邸の付属の病院が。
　しかし、その大してすごくはない豪邸の主こそが───いや、正確にいうならば五年前
までの主だが───七年前、あの二十世紀後期に人間を脅かせた難病・エイズの治療法を
発見した人間なのである。
　エイズの治療法を発見した当時、元々医者の名門であった明智家───この豪邸の主の
姓である───は、その時から自分の家系を自ら「メディカル・ディナスティ」───医
学王朝、と名乗る様になった。
　そして現在、五年前に没した初代の後を、二代目の明智秀治が継いで医学の最高峰を歩
んでいる───というのは、あくまでも世間から見た彼の姿であった。
　そう、あくまで世間体の話である。
　よくある話だが、“初代が優秀、二代でガタガタ、三代続けばブッ潰れ”のあれである
彼も、才能こそはあれど、下手な野望を持つがためにそれを生かしきれない人間のうちの
一人であった。それだけならばまだ月並みなのだが───
「東大出の医者以外は、医者に非ず。」
　この、彼の口癖が、ただですらない医学界での人気をさらに少ないものにしているので
ある。
　そして、さらに悪い事に彼の長男である樹───つまり、ゆくゆくは三代目となる人物
───も、父・秀治に習って東大出の悪役医者への道を一直線に進んでいるのである。
　だが、悲しいかな───当然この事は近所の評判となるわけだが───何しろ初代が初
代である。あの偉大な初代の血を継いだ親子なら、いつか必ず偉業を成し遂げるだろうと
多々と悪評はありながらも、すぐに何処へと流れ、消えていくのであった。
　しかし、そんな近所のひそかな期待も虚しく、頭のいいバカ親子は、ある物にしか興味
を持たなかった。
　金である。
　さらに悪い事に、悪役の分際で名声にも興味があった。
　頭がいい割には、あまりにも月並みな悪業しか考えてないが、父に、祖父にノーベル賞
授賞者を持つこの親子は、悲しいかな案外あっけなくこの悪業を成し遂げてしまうのであ
った。
　時には講演会、またある時には大手の病院視察───ただそれだけで、この二人は自分
達の満足感を得る事ができた。亡き初代の威光を掲げるだけで。だから本当にしなければ
ならない、満足感の得方を全くしなかったとしても結果は恐らく同じ事だろう。実際、こ
の親子はそれを殆どしていなかった。
　だが、このバカ二代目、秀治には流雲という、もう一人の息子がいた。歳は二十六、現
在自分の家にある研究室で研究にのめり込む生活を送っている───そう、彼は父・秀治
とは似ても似つかぬ、真面目な息子なのである。
　といっても、しかし研究熱心というところ以外は祖父である初代とも似てはいなかった
早い話が、彼は明智家には珍しい、大人しい人間なのである。
　彼、流雲は父や兄とは違い、東大出の人間ではない。彼は、どこか堅苦しそうな東大出
の人間にはなりたくなかったのだ。また、父や兄と同じ大学を出ると、彼等と同じ、金と
名声だけにしか興味を持たない人間になってしまうのではないかと、医者としての向上心
をなくす事を彼は恐れた。しかし、そんな医者への想いが強い流雲も、父や兄に、彼等の
行いを戒めさせるだけの勇気、もとい力がなかった。
「僕の言う事など、父さんや兄さんが聞き入れてくれるはずがない。」
　独白しながら流雲は、今日も一人研究室で医学研究に励んでいた。力がないとはそうい
う事なのだ。自分達の下にいる者、つまり東大出でない流雲の意見など、金と名声でしか
人を区別しない父と兄が聞き入れるはずがなかった。これが一つ。
　もう一つは、流雲自身の問題であった。普段は医学にあまり触れていない父と兄だが、
東大を主席で卒業した彼等がその気になれば、自分の医学に対する知識・能力なんて彼等
に通じるはずがない───この、流雲自身の自信のなさが父・兄と自分との差を生み出し
まっているのである。しかし、そうでこそ流雲は、医学は二の次と考えている父と兄の才
能を惜しんでいた。
「父さんと兄さんの二人が本気で研究に取り組めば、キャッドの治療法だってきっと分か
るはずなのに。何故その素晴らしい才能を生かし切らないのだろう……。」
　痛惜と。嫉妬と。研究室に一人佇む流雲は、窓から悲しい視線を透き通った広い青空に
向けた。
「かんちゃん、一体何やってんの？」
　朝食を済ませた神薙が粉薬の入った袋をカサカサやるのを、真崎は側にある柱に背を預
けて尋ねた。
　神薙はしばらく───食堂の隣の、居間に
あるテレビから聞こえる、アナウンサーの、「今日のキャッド情報は……」と言う声を聞
きながら───応えなかった。が、何かに気
が付いたかのようにして顔を上げ、
「見りゃ分かるだろ、薬剤研究だよ。」
「よく飽きないなぁ、そーゆーの。そんなの、普通は薬学科の人がやるもんでしょ？　か
んちゃんは薬学科に行きたかったの？」
「アホ。医学と薬学は紙一重だろ。お前、本当に医学部卒業してきたのか？　大学が面倒
になって逃げてきたんじゃないだろうな？」「アホはかんちゃんの方だよ。大学の卒業式
で、かんちゃんの隣りに座っていた人を覚えてないの？」
「う～ん……イカリ肩でごっつい、口やかましくって恐ろしい女だった様な覚えがあるな
ぁ……。」
「どんな人だって？」
　真崎は、台所に置いてあった包丁に、何気ないように、無表情で手を伸ばした。
「いやな、料理が上手くってショートカットの似合う、ちょっと童顔だけどかわいい女の
人って言ったんだ。」
「え？　あ、ああ、そんなにいい女性だったっけ？」
　思った以上の事を言われ、真崎は神薙から視線をそらし、包丁から離した手を赤くなっ
た顔に持っていった。
「でもって、お世辞に弱いんだ。」
　神薙がそう言った途端、真崎は顔から手を離し───神薙に対する視線を鋭くする。
　だが、彼女が睨み付けた時には既に、神薙はその場から消えていた。
「……逃げ足の速い奴！」
　真崎は口を尖らせて、神薙の置いていった粉薬の袋を指で摘んで独白した。
「ったく……研究用の薬を提供している人に向かって何て事言うんだろうね、かんちゃん
は。しかも台所で研究だなんて……少しは明智って人を見習ったらいいのに。」
「ケチを見習え？」
　真崎の独白を聞いていたのか、廊下の陰から神薙が顔を出した。
「ケチじゃない、あ・け・ち！　あの名門の医者の息子って人！」
「ああ、あの「メディカル・ディナスティ」っていう、恰好つけた連中の事か？」
「恰好つけじゃあないじゃない。現に、その初代って人がエイズの治療法を発見したんだ
から。」
「発見した後でそう名乗り始めたんだから、恰好つけって言うんだよ。」
　神薙は、廊下の端に立っている柱に背を預け、ズボンのポケットに手をつっこんだ。
「それでも。医学のために毎日世に貢献しているじゃない。確か、かんちゃんとたった三
つ違いなんだよ、あの人って。」
「三つ違えば立派な大人だ。」
「かんちゃんだって、大人じゃない。」
　別に、言い合って負けたという風ではないが、神薙は一瞬口ごもった。うつむき、咳払
いを一つして、もう一度真崎の方を見て溜息をついて、
「そういう意味じゃなくてな。三つも歳が上なら、できる事だってより大人らしくなって
くるって言ったんだよ、俺は。」
「ボクだって、歳が三つしか違わないのならできる事だってそう違いがないって言ったん
だよ。」
「あーっ、もう！！」
　神薙はたまらず、頭を抱えて叫んだ。「こんな奴と話しているのが、そもそもの間違い
なのだ」と、そう思いながら体中を脱力感に襲われ、その場にへたりこんでしまった。同
時に、最後に大きな溜息が口から洩れる。
「何やってるの、かんちゃん？　あ、そうか。どうせまた、ボクみたいな人にこんな事言
われて悔しいとかって言うんでしょ！　甘いぞ、ボクだって言う時には言うのだ。まいっ
たか、かんちゃん。」
　そう言って真崎は胸を張り、勝ち誇ったように笑い出した。
「……いいねぇ、バカは平和で……。」
　その場にへたりこんだままの神薙はさらに脱力感に襲われ、「今日の研究は中止だ」と
思いながら、とうとうその場で眠りこけてしまった。
　建物の中から、数人の人間が現れた。
　それは、都内の隅にある一介のホテルだった。彼等がそこから現れた時は、既に東京の
空は、薄く紅に染まりつつあった。一人の男が駐車してあった車の中から現れ、ドアを開
けてホテルから来る人間を待っている。
「お疲れ様です、秀治様、樹様。」
　そう言ったのは、その車から現れた男───つまり、秀治達の、「メディカル・ディナ
スティ」の執事と思われる男である。
「……今日の講演会は疲れたな。」
  洩らす様にそう言った男は、見たところ歳の方は五十代後半、短髪で容姿がよく、衣服
も整っている割には何か柄の悪そうなものを
感じさせる中年───「メディカル・ディナスティ」の二代目、明智秀治その人だった。
彼は車に乗り込むと、絞めていたネクタイを緩め、疲労の溜息を一つついて目をつむった
「今日の講演会は、予定ではもう二時間早く終わるはずじゃなかったのか、親父？」
　そう秀治に言ってきたのは、秀治の後に車に乗ってきた男───歳は三十ほど、中肉中
背の短髪───前髪がやや長めだが、顔は秀治に似てるのだが彼より目つきが鋭く、それ
が彼を秀治よりも感じの悪い人間に見せていた───秀治の長男、樹である。スーツ姿と
いう正装なのだが、彼の鋭い双眸がその“正装さ”を打ち消している。
「あ～あ、今夜はゆっくりできるだろうと思ってたのに……予定が狂うなんて初めてじゃ
ねーか、どうしたんだよ、一体？」
　樹の愚痴に、運転手───彼等の執事だが───が、申し訳なさそうに答えた。
「申し訳ございません。来賓の方々の中に、是非とも秀治様、樹様の講演をさらに拝拝聴
させて戴きたいと申す方がいらっしゃったもので……。」
「チッ、そんなもん、次の講演会も来てくれと言えば済む事じゃねーかよ。ったく、疲れ
るったらありゃしねえ。」
  頭の後ろに両手を組んで、樹はさらに愚痴を続けた。その彼に、隣に座っている秀治が
苦笑しながら話しかける。
「そう言うな、樹よ。相手がそう言ってくるという事は、それだけ我々の事を買っている
というわけなのだ。つまり、我々は彼等から名声を得ているという事だ。それに、講演が
長引いた分、講演料に色もついたしな。今日はただの草臥れ儲けではないのだぞ。」
「そう言うけどよー……やっぱ何か嫌なんだよなー。何かこう、下っ端の人間に俺達の予
定を狂わされたみたいでよぉ。」
　父親の話にも、なお愚痴を続ける樹。
「かったるいんだよなー。あのキャッドの事をちょっとでも考えるだけで体が重くなっち
まう。」
「確かに、あの難病を解明させるのは至難の技だ。しかし、だ。その難病を我々が解析で
きれば、今まで以上の富と名声を得る事ができるのだ。」
「……………………。」
「だが、キャッドは病原体さえも発見されていない超難病だ。さらに、従来の様に病体か
ら探そうとしてもそのかけらさえ見つからないときている。病原体が分からないではいく
ら我々でも解明は不可能に近い。だから、世界中の医者の誰かが病原体を発見するまで我
々は、講演等をしてキャッドに対して博識になっておくのだ。」
「……つまり、機が熟すまで待つというわけか。」
　樹の言葉に、秀治は一つ頷いた。それを見て樹は後ろに両手を組んだまま、斜め上に目
をそらして一つ溜息をついた。
「ワルだねぇ、俺達は。ジジィは一から研究してエイズを攻略したというのに。」
「別に悪くはない。能率的と言うべきだ。」
「まあ、どっちでもいいが……それよか、研究熱心な我が弟は今頃何をしているのかねぇ
やっぱり今日も研究にのめり込んでいるのだろうか？」
　格下相手に話す様に樹が独白する。その目が「ご苦労さん」と語っている。
「……あいつが病原体を発見してくれれば一番やり易いのだが……しかし、無理な相談だ
所詮東大レベルでない者に、我々を超える事はできんのだからな……。」
　一方、父親の秀治は、苦い表情で息子の力不足を悔やんでいる。「メディカル・ディナ
スティ」の者が病原体を発見するのに越したことはないからだ。ただ、東大出でない者を
「メディカル・ディナスティ」の一員として自分としては内心認めたくない事もあり、す
ぐに彼は息子・流雲の事を諦めた。
「医者の質は学歴で決まる。東大出の医者以外は、真の医者ではないのだからな……。」
　小さな声で、しかし強い口調で秀治はそう独白した。彼は双眸を細め、前方に見えてき
た邸の二階に視線を向けた。
　それからしばらくして、執事が邸の前で車を止め、邸の前に立っていた一人の男が車の
ドアを開けた。
「お帰りなさいませ。秀治様、樹様。」
　樹は無言で、秀治は「ああ」と一言言って車から降り、二人は邸の中へと入っていく。
　邸の中は、十九世紀の西洋を思わせる造りになっており、玄関から廊下のところどころ
に至って高価そうな置物が並べられている。が、この家特有の物という様な、これといっ
た何かがなく、そこは豪邸一般の眺めと何等変わる事はなかった。
　やがて二人は長く続いた廊下からやたら広い居間に出た。そこで樹はチラッと上を見て
何かを考える様子で頭を掻いた。しばらくして彼は、何か一言唸ってから、
「親父、俺、今日は疲れたからこれで部屋にあがるわ。じゃあな。」
　そう言って、父親の返事を待たずにスタスタと上への階段を上っていった。
「……………………。」
　秀治は、しばらく無言で樹の背を見ていたが、一つ溜息をつき、やがて自分も同じ階段
を、息子を追う様にして上っていった。
　流雲は汗をかいていた。右手には電子顕微鏡のツマミと大量の汗が握られている。彼は
もう、一時間以上も微動だにせず、ただじっとレンズの中を見つめているのだ。
「……………………。」
　流雲は小さく息をした。そのとき動いた彼の唇は、大して動いてないはずなのだが、必
要以上に大きく動いた様に見える。
　それから───さらに十数分が経った。彼
の額から一滴の汗が落ちると同時に、今までまるで石化していた様に動かなかった彼の右
手が僅かに動いた。顕微鏡の倍率を上げるために。
「……………………。」
  流雲は目を凝らした。目に映る物全てを時間をかけてゆっくりと眺めた。しかし、それ
でも見つからなかった。今、世界中の医者が探している物が。
「……………………。」
　彼の目は、相当に疲れているはずだった。しかし、彼はそれをものともせず、ただひた
すらにミクロの世界の探索にかかる。
「……………………。」
　時が流れる。しかし、彼は動じない。だが、研究の能率も上がらない。ただ、時間だけ
が、研究室という空間の斥侯の様に流れゆくだけだ。これが、本当に、永遠に続くかの様
に思えた。
　それが、研究室に入ってくるまでは。
「…………流雲。」
　それまで、一時間以上も殆ど動かなかった流雲の体がいきなりビクッ、とはね上がった
後ろの声の主が、流雲の肩に手を置いたのだ。
「……大丈夫か、そんなに驚いて？　それにどうした、その汗は？　さっきから呼び続け
ていたのだが、聞こえなかったのか？」
「…………父さん？」
　流雲は驚いた。講演会に行っていたはずの父親が、知らないうちに自分の真後ろに立っ
ていたからだ。それも、父親の話しようだと、研究室に入ってきてしばらく時間が経って
いるらしい。その間、流雲は父親の気配に一切気付かなかったのだ。
「……いつ帰ってきたんですか、父さん？」
「ついさっきだ。樹は疲れたと言って自分の部屋に戻ったよ。まあ、無理もない。予定よ
り二時間も講演会が長引いたのだからな。」
「二時間……そんなに！？」
　流雲は再び驚いて時計を見た。自分が思っているよりもずっと時間が進んでいる。どう
やら、顕微鏡を覗いていた時の時間感覚があまりなかったらしい。
「もう、こんな時間だったなんて……。」
「何だお前、時間も忘れて研究し続けていたのか。相変わらず熱心だな……それで、一体
どんな研究をしていたのだ？」
「ＣＡＤの……病原体の調査です。」
「ほう。」
　聞いてピクッ、と秀治の眉が僅かにつり上がった。
「それで？　キャッドの病原体は発見できたのか？」
　返ってくる答は分かっている……それを承知で、秀治は流雲に研究の結果を尋ねた。
　そしてまた、流雲も父親がそう思っているのは分かっていた。そうでなくとも、父親の
顔にありありと書かれている。父親のそういう性格は、流雲は熟知していた。
「いいえ……病原体はおろか、ＣＡＤの“痕跡”すら見つかりませんでした。昼過ぎから
始めた今日の研究の、全時間を費やしたというのに…………。」
「“痕跡”？」
　流雲の言葉に、秀治は首を傾げた。
「病原体があるわけですから、細胞が死んでいくのに対して、それによる何らかの痕跡が
あるはずなんです。しかし、ＣＡＤに冒されたどの細胞を見ても、ただ細胞が死んでいる
だけなんです。」
「そりゃ、病原体に殺されたんだから、死んでいるだけだろう。」
　おかしな事を言うものだと、秀治は薄く笑いながら言った。
「違うんです。殺された“痕跡”が全くないんです。」
「……どういう事だ？」
「つまり、自然に“死んで”いるんです。病原体に“殺された”はずなのに。例えて言う
ならば……そう、まるで細胞自体が“老衰”で死んだ様に。普通に死んでいるんです。」
「……………………？」
　秀治は、流雲が一体何を言っているのか分からなかった。細胞が殺されたのなら、死ぬ
のは当たり前の事だ。それが自然に死んでいる……？
（……………………？）
　流雲の言葉を頭の中で反芻すればするほど、当たり前の事であるこの事に悩む流雲の気
持ちが分からなくなる。
　彼は、これは流雲が言葉の表現の仕方の問題だと考えた。どうも東大出以外の人間の考
え方は解らない。何故、物事を自然に考える事ができないのか。自然に“死ぬ”のと、殺
されて“死ぬ”のと、一体どう違うのか。こんな単純な事に不思議がる流雲を、秀治は我
が息子ながら情けなく思った。
「流雲…………。」
「……はい？」
　困った様な顔をしている秀治に、「どうしたんですか？」と言わんばかりに流雲は返事
を洩らした。
「キャッドは、我々東大レベルの人間が解明を試みても無理難題に近い難病だ。お前がい
くら努力したところでどうなるものではない。この問題はわれわれ上の者に任せるん
だ。」
「しかし……。」
「しかし、何だ？」
　流雲の言葉に、秀治はさっきよりも眉をつり上げた。その仕草に、流雲は小さからず肩
を震わせた。
「父さん達に力が及ばなくても……僕も僕なりにＣＡＤを攻略してみたいと思うんです。
その事で父さん達に迷惑をかけるという様な事はしませんから……」
「流雲。」
　秀治は、流雲の言葉を途中で切った。さっきよりかは幾ほどか強い口調で。
「お前がいくら努力したところでキャッドの謎は解明できん。我々にすら不可能に近い難
問なのだからな。それより、お前にはお前なりにできる事はまだいくらでもあるだろう？
やっても無駄な努力は時間の無駄だ。お前のためにも、キャッドの研究はやめるんだ、い
いな？」
「父さん───」
「分かったな、流雲。」
「…………はい。」
　秀治に強く押され、流雲は頭を垂れてそう答えた。
　自分が父や兄に力が及ばないと思い込んでいる事から、彼等の意見に逆らえないという
コンプレックスを持っているために、自分で考えている事が正しいと分かっていても、そ
れを父や兄に押し切られると何も言えなくなり、彼等に従ってしまう。それが、流雲の最
大の欠点である。
「よし。私達は明後日にも講演会の予定が入っている。その時までに別の研究材料を見つ
け、講演会から帰ってきた時に私に報告するのだ、いいな？」
　言われて流雲は、しばらく黙っていた。唇を噛んで。頭を垂らしたままで。何か自分で
言おうとするが、かすかに唇が動くだけで口から言葉が出てこない。彼は必死で何か言お
うとするが、自分で言葉を発するよりも早く口が勝手に言葉を紡ぎ出した。
「…………分かりました。」
　言いながら流雲は、自分の力のなさを心の底から恨んだ。
　流雲の言葉を聞いた秀治は一つ頷き、
「では、私も疲れているからこれで部屋に戻る事にするよ。お前も研究に没頭するのもい
いが、早めに部屋に戻るんだ。今日はもう遅いからな。」
　そう言って、秀治は流雲の背中を軽く一つ叩き、研究室から出ていった。
　流雲は、開けられたドアの奥から秀治の足音が聞こえなくなるまで頭を垂れたままだっ
たが、やがて思い出したかの様に頭を上げると、顕微鏡の置いてある研究台をおもいっき
り拳で殴った。
「……くそっ……くそぉっ！」
　そう強く独白しながらまた何回か両手で台を叩いたが、しばらくして彼はその手で頭を
抱え、額を台につけて両肩を震わせながら、声にならない声を出し続けた。
　静かになった研究室の中を、今ごろ閉まったドアの音が、小さく、鋭く鳴り響いた。
　翌朝。春にしては少し暑いくらいの快晴を迎えた。例年だと肌寒く感じるはずの寝覚め
が、この日は朝から何だかまたうとうとと眠くなってしまいそうである。そのため、流雲
はただでさえ低血圧で朝に弱いのに、今日はさらに起床が困難だった。
「う……う～ん…………。」
　彼はベッドの中で何度も背伸びをしてみせるが、なかなかしっかりと目が覚めてくれな
い。起きなくては、という気持ちがあるのだが、ポカポカとした空気が睡魔となって、絶
えず流雲を襲ってくる。
「ん……お、起きなきゃ…………。」
　そう言って、今度はベッドから両手を出してみるが、結果はさっきと同じだった。彼は
さらにそれをバタバタさせてみる───それでも現状に変わりはないと知りつつも───
　と、自分の手が何かに当たった感触があった。家具の類ではない。硬くはあったが、当
たった時に響く様な音がしなかった。
（……何だろ？　テーブルの脚なんて事はないし……椅子にタオルでも掛けてたっけ？）
　そう思って流雲は、未だ重いまぶたを薄く開けて感触のあった方を見やった。と同時に
椅子の上に何か大きなものが乗っているのがぼんやりと見える。
　流雲は「何だろう？」と思いその“何か”に触れてみた。硬くもあるが、何か生温かく
って、ところどころ柔らかい部分がある……ますます分からなくなり、流雲が被っている
布団の下で眉をひそめていると、彼の手が触れている“何か”が唐突に言葉を発しだした
「よう、相変わらずお遅い寝覚めだな。低血圧の弟よ。」
　一瞬、流雲はその言葉の内容が理解できなかった。ひそめていた眉をさらにひそめ、未
だ機能のはっきりしない脳を奮い起こし……
　ガバッ！
　流雲は瞬時にして脳を解凍し、布団の外に出していた両手をひっこめ、双眸をムキ出し
にして飛び起きた。彼の顔に表情と呼べるものはなく、代わりに幾筋もの冷や汗が顔の上
を滑り始める。
　しばらく───実際にはほんの数秒だろうが、流雲には何分間にも感じた───の間、
流雲は微動たりとてしなかった。いや、できなかったのだ。未だかつてない緊張と恐怖が
流雲の五感を襲っていたからだ。
　それから、流雲は決心した様に、ゆっくりと、椅子の置いてある方に顔を向けた。
「おいおい、何だそのツラは？　まるで亡霊でも見るかの様じゃねえか。」
「…………に、兄さん！？」
　流雲は、改めて飛び起きて───というのも、ただベッドから降りただけだが───兄
を、信じられないという目で見つめる。
「に、兄さん……何故、ここに？」
「何故って……俺が自分の弟の部屋に来て、何かおかしい事でもあるのか？」
「い、いいえ、そういうわけじゃ……」
「だったら、何もそんなに妙に不思議がる
こたぁねえじゃねえか。」
「え、ええ…………。」
　流雲は、そうは言っても疑問せざるを得な
い様だった。兄・樹はそうそう自分───つまり、弟の部屋に来るなんて事はない。それ
も、こんな朝早くだと、なおさらの事だ。流雲が朝に弱いといえど、今はまだ八時を回っ
たばかりである。こんな時に兄が何もなしにこんな所へ来るはずがない───そのため流
雲は、頭の中から疑問という文字を消す事はできなかった。何故なら、自分には兄がここ
へ来る様な思い当たりがないからだ。
（一体、どうしたんだろう……？）
　流雲は冷や汗をかきながら、しばらくこちらを見つめる樹の顔を眺めた。
「何だ、どうしたんだ、お前。そんなアホみてーにボーッとつっ立ってて……まあ、いい
から座れや、そこのベッドにでもいいから。長くなる話じゃねーんだ。」
「は、はい」と、パジャマ姿の流雲は樹の言葉を聞いて狼狽えたが、反面、少しホッとし
た。
（何だ、僕が何かやったわけじゃないんだ。）
　自分に何か用事があるのか、なら何か怒られるという事ではないと、流雲は一番心配だ
った事を免れて少し気が楽になった。
（兄さんはすぐ怒る上に説教が長いもんな……でも、すると一体どんな話があるんだ
ろ？）
　気は楽になったが、疑問の文字は頭から消えない。流雲は、思いきって自分から聞いて
みる事にした。
「……兄さん。一体、僕にどんな話があるんですか？」
「ああ。すぐに終わる話だ……昨日、親父に聞いたんだが、お前、キャッドの研究をして
いたそうじゃねえか。」
「え、ええ。病原体の発見を試みたんですが……。」
「……それはできなかった。だろ？」
　流雲の言葉に、樹が確信を持って答えてくる。
「……はい。」
　流雲は、樹の言葉にうなだれた。樹がここへ来た理由が、何となく分かってきたのだ。
　つまり、昨日の父親と同じ───研究の中止という、警告。
「あの病気の解明ってやつがどんなにやっかいか……それは、いくら何でもお前にも分か
っているよな？」
　流雲は、体中の全ての力が抜けた様に、静かに頷いた。兄は、父親よりも東大出以外の
人間に対する価値観というものを持っていない。となれば、兄が自分に言ってくる言葉も
父親と比べどんなものか───考えるのに、さほど時間が要るものでもないだろう。
「俺や親父なんかでさえ、あの病気に対しちゃ、殆どお手上げなんだよ。それを東大も出
ていないお前がどうにかしようなんぞ……ヘッ、十年どころか十万年早えんだよ。」
　流雲は俯いていた。「一体、どのくらい兄さんの文句が続くのだろう」───彼の頭の
中にあったのは、かろうじてその事くらいだった。その他は───何も考えられない。何
も感じる事ができない。なのに、何かが悲しく思える───静かな流雲の目に、涙が浮い
た。
「…………というわけだ。もう、お前なんぞがいっちょまえにキャッドの研究なんてする
んじゃねぇぞ、分かったな。」
　樹が話し始めてどれくらい経ったか、彼は自分の言いたい事を言ってしまって、さっさ
と弟の部屋を出ていった。後は、出ていった兄の背に涙を浮かべた双眸を向ける流雲一人
が、彼の部屋に残されている。
「……………………。」
  流雲は再び俯き、両の拳をグッと握りしめた。そして、ゆっくりと目を閉じる───兄
が言った事は気にするな、自分の信じる道を行けばいい、と自分自身に言い聞かせながら
───
　と、彼はふいにパッと目を開けた。そして座っていたベッドから勢いよく脇に飛び立つ
「……よし、今日は外で研究してみよう！」
　そう言って、流雲はいそいそと着替えだした。何も研究の場は、自分の研究室だけでは
ない。口やかましい父親や兄の目の届かない所にだって、探せばそんなものいくらでもあ
る。
「今日はどうせ、疲れているとか言って家から出ないだろう。だから僕がどこへ行こうが
とやかく言う事はないはずだ。」
　そう独白しながら、流雲はジーパンを履き終えた。最近、研究室にこもりっぱなしだっ
たため、流雲は外に出るのは久しぶりだった。そのせいか、独白の口調もどこか、楽しげ
に聞こえる。
「今はまだ早いから……ここで昼飯食べて、それから……いや、それじゃ遅いな……どこ
か、外で食べていこうか。それがいいな、よし、そうしよう。」
　そう決めるが早いか、流雲は机の上に置いてあった財布をジーパンのポケットに押し込
み、赤いジャンパーを羽織りながら樹が開けっ放しにしておいたドアから飛び出ると、そ
のままひとっ走りに下への階段を駆け降りた。
（父さんには、頭を冷やすからとか言っておけばいいだろう。兄さんは───いいや。ど
うせ父さんから聞くだろうし。）
　そう思いながら、広く長い廊下を駆け抜ける───学歴云々で、研究の一つもさせてく
れないこの豪邸は、苛立つほど廊下が長い。だから、流雲が廊下を“走って”さえ、すぐ
には玄関に着く事はできない。
（何が医学王朝だ。医学者を名乗る者が医学研究の自由を蔑ろにしておいて。）
　薄く笑みを浮かべながら、流雲はそう思った。いつもなら、父親達に逆らうと考える事
すらできないのに、何故か今はそう考えるだけで楽しい。まるで、今まで解けなかった難
問が氷解したかの様に。
（……何か、今日はいい事ありそうだ！）
　しばらく感じた事のなかった、楽天的な想いを胸に、流雲はようやく玄関に到着した。
「…………何だ、朝か。」
　神薙は、その日は寝覚めが悪かった。
　それもそのはずである。彼は昨日、朝の研究の時に一眠りし、昼過ぎに起きた後、夜の
九時過ぎに床に着いたのである。つまり、彼はこの日、約十五時間睡眠をとった事になる
「うう～……頭痛ぇ～。くっそ、あのアマ、いつか絶対この手で葬ってやる。」
　神薙は両手をわななかせて、そう独白した。昨朝の睡眠（？）がよほど効いたか、目が
本気の二文字を語っている。彼は、八時半を指している目覚まし時計を、無意味に力強く
握りしめた。
「おのれ……この時計の様に、あいつも握り潰す事ができればどんなにいいか……。」
「でも、物にあたるのはやめた方がいいと思うな、ボクは。」
「うるせえ、そんな事俺の勝手だ……」
　…………と。
　ガバッ！
　神薙は、唐突にした声の方を振り向いた。そこには、いつからいたのか、彼が寝ている
ベッドの脚の出っ張りに肘をついている真崎の姿が見える。
「よう、お早いお寝覚めだねぇ、かんちゃん。」
「て、てて、てめ！　いつからそこに……？」
「いつからって……う～ん、そうだなぁ、大体三十分くらい前かな？」
「前かなって、てめぇ、入る時はノックしろと言っただろーが！」
「だからしたよ、ノック。静か～に二回ほど。」
「……何で静かになんだよ？」
「起こしちゃ悪いかな、と思って。」
「あ、そ…………。」
　神薙はこの時、この女には何を言っても無駄だという事を、遅ればせながらも悟った。
「んで、エプロン姿って事は……朝飯できてんだな？」
「そうだよぉ、かんちゃん起きないから冷めちゃったじゃない。」
「……だったら、起こせばいいじゃねえか。」
「いやだから、起こしちゃ悪いなと……」
「分かった、分かったからもういい。」
　過眠で頭が痛い神薙は、これ以上頭が痛くなる事を恐れ、両手を振って真崎を制した。
「よし、なら早く食うぞ、早く。」
「……食べるの早くしても、意味ないじゃない。」
「あるんだよ、俺は。起きるのが遅かった分、早く食わねえと時間がもったいない。」
  言いながら神薙はさっさとパジャマを脱ぎ捨て、Ｔシャツに着替え始めている。そのシ
ャツに通した手を、シッシッと真崎に振っておっぱらう。
「また研究？　熱心だなぁ、かんちゃんは。」
「ああ、でも今日はここじゃやんねえから。」
　ズボンに足を通し、神薙は部屋を出かけた真崎に言った。
「……出かけるの？」
「おう。」
　神薙が全部着替え終わったのを確かめ、真崎は彼と向かい合った。
「いつ、出るの？」
「昼前に。」
「どこへ？」
「キャッド患者の細胞をもらいに、大学へ。」
「……お昼、どうするの？」
「学食で食うよ。」
「……でも、昼前に出るんだったら、何も朝ご飯急いで食べる事ないじゃない。」
「……大学行く前に、色々やる事があんだよ。」
　へぇ、と真崎は目を丸くした。自分が知る限り、神薙は、研究と飯と睡眠以外に何か他
の事をしたのを見た事が殆どない。せいぜい、テレビを見ているとか、本を読んでいると
か───そんなところである。
　というわけで、この神薙の言葉は、真崎の悪戯な好奇心をかきたてるところとなった。
「……ねぇ、かんちゃん。」
「何だよ、ニヤニヤ笑いながら。」
「かんちゃんのする事って……何？」
「俺のする事？　研究だよ。」
「ちが～う～。その前の、朝ご飯食べた後にする事っ。」
「朝飯の後？　ああ、それね。それは……」
「……それは？」
「…………秘密。」
「あ～、ずる～いっ！」
「え～い、やかましいっ！　とっとと朝飯食うぞ、ほら、邪魔だ！」
　神薙は、うなり声をあげながら真崎の顔を軽くはたいてやった。しかし、それがかえっ
て真崎の好奇心をさらにかきたてるだけとなって、彼女もさらに騒ぎ立てる。
「教えろ～！！」
　───この後神薙は、適当に言った言葉の撤回に、かなりの時間と苦労を要する事とな
るのであった。
　そこは、診察室と呼ぶには少し狭い空間だった。ベッドが一つ横たわっており、医者と
患者、二人が座る椅子が一つずつに、カルテ等を書くのに使う机、そしてかろうじて通路
と呼べそうな、僅かな足場。それが、中川医院の診察室だった。ただ一ついい点といえば
一般と比較してこざっぱりとして部屋が綺麗であるという事だ。そしてそれが、中川と西
村の対談の場となる理由となったのである。
「…………なるほど。食物バイオの研究ねぇ。」
「ええ。時間の経過により食物に生じる微生物が、そのまま人間にとって栄養素にならな
いか、と考えています。」
　中川は感心していた。どうも医学一筋気味な自分にとって、それと違う分野で活躍する
人間は偉人に見えてしまうのである。しかもそれが、小さな頃から見てきた若者となると
ますます感心せずにはいられないのだ。
（この子は昔っから、考えどころが他人と違っていたからなあ。）
　西村青年の未来を想像し、中川はこれが息子にいい影響を与えてくれれば、と思いなが
ら唇を少し緩ませた。
「しかし悪いな。うちで一番綺麗な場所がここなもんでね。」
「いえ、こちらこそ急に朝早くにお邪魔してしまって。」
　西村はあわてて、手を振って言った。
「いやいや、いいんだ。久しぶりに君の顔も見れたしな……と、そうそう。何故かバイオ
で思い出したんだが、君はキャッドという病気について考えた事はあるかな？」
　そう言われて、西村は虚をつかれた様な顔をした。そんな質問をされるとは思ってなか
ったのだろう。彼は眉をひそめ、俯いてしばらく考え込んでいたが、
「……いいえ、そうじっくり考えた事は。」
  顔を上げ、それを横に振って答えた。
「そうか……あれを、バイオという分野からどう見えるか、聞いてみたかったんだが……
と、そうだ。」
　中川は、たった今思い出したという様な顔をして、手をポン、と一つ叩いた。
「さっきから聞こうと思っていたのだが、ひょっとして君は司に何か用事があってここへ
来たのかね？　例えば、そのバッグの中の事で話があったとか。」
　そう言って、中川は西村の座っている椅子の横に置いてあるバッグを指さした。
　西村は、中川に指摘されて自分のバッグを一瞥して、
「え、ええ、そうです。まあ、そう大した事じゃないんですけど……。」
　照れくさそうに、彼はポリポリと頭を掻きながら答えた。
「大した事じゃない、とは？」
「ええ、実は僕の研究の事なんですけど。今度、ここの大学とは違う所で資料を集めたい
と思ってまして。そこで、知り合いのいる有名校、というのを考えると慶応が頭に浮かん
だんです。確か三年前、あそこは栄養学部を新設しましたから。だからもし司君がいたら
慶応の事を色々教えてもらおうかと……。」
　西村は言いながら、またバッグを一瞥した。どうやらその中には、彼の研究資料か何か
が入っているらしい。
「ふむ……しかし、今聞いたところでは大した事ではない、とは思えんが……？」
「あ、いえ、別に慶応でなくともいいんですよ。有名校、というか、資料を調べる価値が
ありそうな所ならどこでもいいんです。ただ、どうせどこかへ行くのなら、東京に行って
色々何か見ていきたいなと……。」
　言って西村は再び照れくさそうに頭を掻き始めた。なるほど、それで照れてるのかと、
中川は西村の行動に納得した。
「……で、他にどこへ行くのか決めているのかね？」
　少し唇を緩めながら中川は西村に訊いた。
「いいえ、まだ特に決めては。」
「なら、どうしても慶応に行きたい、という理由はあるかね？」
「……いいえ、別に。」
　西村が答えると同時に、中川はよしきた、という様な顔つきをした。
「じゃあ、俺が理由を作ってやろう。ちょっと待っててくれよ…………あったあった。」
　そう言って中川が机の引き出しから出したのは、一枚の封筒だった。
「こいつの中に……もうちょっと待っててくれ。」
  今度は居間の方に走り出した。一体何だ？という顔で西村は中川の走る姿を目で追って
いたが、しばらくして、
「いやぁ、すまんすまん……さ、受け取ってくれ。」
　言って中川は、持っていた封筒を西村に差し出した。西村は言われるがままにそれを受
け取り───そして、首を傾げた。
「……何ですか、これ？」
「旅費だ、十万入ってる。」
　聞いて、最初彼は「へぇ」という様な顔をしていた───が、しばらくして、
「何ですって！！」
　という顔になった。
「ちょ……十万なんて、こんな……受け取れませんよ、こんな大金。」
　あまつさえ、封筒を持つ手が震えている西村に、しかし中川は平然とした様子だった。
「まあ、聞いてくれ……君は確か、今はバイトをしてるんだよな。」
「……え、ええ。この二年ほどは。」
「だが、今までの話からして、君は今、休みをとっている。」
「はい、今日から二週間ほど。」
　西村がそう言って頷くのを見て、中川の表情はにわかに明るくなった。
「そこでだ。君はその金で東京に行く。休み中ずっとでもよし、早めに帰って残った金を
懐に入れてもよし。」
「……………………。」
「ただし。一つ俺からの依頼を聞いてもらいたいんだ。それは「神薙司の捜索」。」
「は？」
　思ってもない事を言われ、西村は無意識に間抜けな声を洩らしてしまった。
「……捜索、ですか？」
「ああ、心配しなくていい。あいつは絶対大学の近くにいる。あいつもなにかと大学に縁
がある奴だからな。その、住所だけを教えてくれればいい。」
　中川の話がそこまできて、西村は今さら思い出したという様な顔をして中川に訊いた。
「……しかし、それなら大学に連絡すれば、住所は分かりませんか？」
「いや、無理だろう。あいつは大学に住所を連絡する様な、気の利いた神経はしてないか
らな。俺に似て。」
「…………そうですか。」
　根拠はないが、しかし妙に説得力のある言葉に、西村は少し疲れた顔をした。
「……でも、もし、いなければ？」
「それはそれでいいさ。依頼が果たされなくても、依頼料というのは払うものだ。」
「しかし……」
「なーに、気にしないで行ってきてくれ。もしあいつに会えたら、一年おきくらいには電
話くれ、と伝えておいてくれよ。」
　中川は、今までに増した明るい表情でそう言った。まるで、本当に息子と話しているか
の様に。
「……分かりました。必ず捜し出してきます。では、そろそろ時間ですので、この辺で失
礼します。」
「おお、そうか、もうこんな時間か。」
　見ると、初診の五分前である。中川は、すっかり時間感覚がなくなっていたのをその時
初めて知った。
「いや、ありがとう。時間の事には気づかなかった。」
「いえ、こちらこそ。こんなに頂いてしまって……できれば明日にでも東京に行こうと考
えてますので、ひょっとしたら、明日にも見つかるかもしれませんよ。」
　西村はもらった封筒を手に、笑いながら言った。
「ああ、じゃ、頼んだぞ。」
「はい。では、さようなら。」
「ああ、さよなら。」
　玄関を出て一礼する西村に、中川も笑って応えた。
「さって、じゃ、今日も仕事を始めるかね。」
　玄関から西村が見えなくなるまで見送ると、中川は一つ背伸びをして、ドアを閉めて診
察室の方へと戻っていった。
　この翌日、つまり医学王朝の次男坊が久々に外出する日の早朝、西村は東京へと発つの
である。

